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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第32期
第２四半期
連結累計期間

第33期
第２四半期
連結累計期間

第32期

会計期間
自平成25年４月１日
至平成25年９月30日

自平成26年４月１日
至平成26年９月30日

自平成25年４月１日
至平成26年３月31日

売上高 （千円） 6,682,936 5,311,583 13,786,532

経常利益又は経常損失(△) （千円） △19,587 59,147 794

四半期純利益又は四半期(当期)純

損失(△)
（千円） △30,678 28,427 △46,654

四半期包括利益又は包括利益 （千円） △25,380 25,984 △45,931

純資産額 （千円） 3,670,050 3,675,415 3,649,500

総資産額 （千円） 7,265,754 6,336,676 7,211,660

１株当たり四半期純利益金額又は

１株当たり四半期(当期)純損失金

額(△)

（円） △6.48 6.00 △9.85

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 50.5 58.0 50.6

営業活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） 283,120 △63,712 25,057

投資活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） 8,267 441,628 113,146

財務活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） △207,633 △85,937 △393,454

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（千円） 779,617 736,342 442,253

 

回次
第32期
第２四半期
連結会計期間

第33期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自平成25年７月１日
至平成25年９月30日

自平成26年７月１日
至平成26年９月30日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 2.40 7.86

（注）１.当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し
ておりません。

２.売上高には、消費税等は含まれておりません。
３.潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、第32期第２四半期連結累計期間及び第32期i
については１株当たり四半期(当期)純損失であり、また、潜在株式が存在しないため、第33期第２四半期連
結累計期間については潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

２【事業の内容】
当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重
要な変更はありません。
第２四半期連結累計期間において、テクタイト株式会社は、平成26年３月31日から平成26年４月25日の間に行わ
れた当社株式に対する公開買付けにより、平成26年５月２日付で当社の親会社となりました。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

２【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（１）業績の状況

当第２四半期累計期間におけるわが国経済は、円安や株高の影響を受け景気は緩やかに回復しつつあるものの、消

費税増税に伴う駆け込み需要の反動や海外景気の下振れ懸念など景気の押し下げ要因も依然として存在しており、雇

用情勢の回復に伴い個人消費の持ち直しを期待したものの、消費者物価の影響等により市場全体としては厳しい状況

で推移しました。

当社グループの事業領域のうち、映像ソフト市場におきましては、ディズニーの「アナと雪の女王」が興行収入

250億円を超すヒットを記録し、７月16日にはＤＶＤレンタルが開始され話題となったものの、これに続くヒット作

が不足し、映像ソフトのレンタル市場はやや厳しい状況で推移しました。

音楽ソフト市場においては、映画「アナと雪の女王」のサウンド・トラックが100万枚を超すヒットを記録し、生

産数量及び金額ともに洋楽は前年度を上回ったものの、邦楽においてはヒット作の不足等から数量・金額ともに前年

を下回り、全体としては厳しい状況で推移しました。

コンシューマーゲーム市場におきましては、本年２月に発売されたソニー・コンピューターエンタテインメントの

「Ｐｌａｙ　Ｓｔａｔｉｏｎ　４」が比較的好調なスタートを切ったものの、４月以降は国内販売が伸び悩み、ス

マートフォン、ｉＰｈｏｎｅ等向け無料ゲームアプリの人気の影響もあり、ゲーム機器・ソフトともに厳しい状況で

推移しました。

このような環境のもと、平成26年３月31日から４月25日の間に実施されたテクタイト株式会社（東京都墨田区、代

表取締役：松本能和、非上場、以下「テクタイト」という。）による公開買付けにより５月２日付でテクタイトが当

社の筆頭株主となったことに伴い、６月26日開催の当社株主総会決議に基づき役員構成を変更し経営体制の見直しを

図りました。これに加えて、売上総利益率の改善に努めるとともに、役員報酬の見直しや業務の見直し等により経費

の削減を積極的に進めてまいりました。

また、９月１日付で韓国のＬＥＤメーカーであるＤｏｎｇｂｕ　Ｌｉｇｈｔｅｃ　Ｃｏ．，Ｌｔｄ．（Ｏｊｅｏｕ

ｎｇ－ｇｕ，Ｂｕｃｈｅｏｎ－Ｓｉ，Ｇｙｅｕｎｇｇｉ－ｄｏ，大韓民国、代表取締役：Ｊａｅ　Ｈｙｕｎｇ，Ｌｅ

ｅ）が50％、当社及びテクタイトがそれぞれ25％を出資し、日本国内においてＬＥＤ照明機器及び関連機器の販売を

目的として合弁会社、Ｃ＆ＤＬｉｇｈｔｅｃ株式会社を設立しました。

以上の結果、当第２四半期連結累計期間の連結業績は、厳しい市場環境の影響を受け、売上高が5,311百万円と前

年同期比で20.5％減少し、これに伴い売上総利益も減少したものの、売上総利益率の改善と経費削減に努めたことに

より、営業利益は25百万円（前年同期は48百万円の営業損失）、経常利益は59百万円（前年同期は19百万円の経常損

失）となり、四半期純利益は28百万円（前年同期は30百万円の四半期純損失）となり、黒字を確保することができま

した。

セグメントの業績は、次のとおりであります。

①卸売事業

イ．音楽映像ソフト

当部門の売上高は、映像ソフトにおける販売用ＤＶＤは比較的堅調に推移したものの、レンタル用ＤＶＤにおい

ては、レンタル店におけるレンタル料金の低価格化による店舗収益の圧迫による仕入予算の縮小の影響により減少

したことなどから、前期比24.5％減の3,747百万円となりました。

ロ．コンシューマーゲーム

当部門の売上高は、「Ｐｌａｙ　Ｓｔａｔｉｏｎ　4　」の販売が計画値を下回ったことから、前期比18.4％減

の512百万円となりました。

ハ．関連商品

当部門の売上高は、ＣＤ－Ｒ，ＤＶＤ－Ｒ等の既存商品の売上高が減少傾向にあるなか、バラエティグッズをは

じめとした新たな商材の販売を強化したことで当該商品の売上高は増加したものの、既存商品の減少分を補うには

いたらず、前期比2.6％減の261百万円となりました。

ニ．その他

当部門の売上高は、前期比22.3％減の337百万円となりました。

以上により、卸売事業全体の売上高は、前期比22.8％減の4,859百万円となりました。

②小売事業
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当部門の売上高は、インターネットを利用した通信販売を強化したこと、販売用ＤＶＤの売上高が堅調に推移し

たこと等により、前期比17.2％増の451百万円となりました。（２）キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間における連結ベースの現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、税金等調整前

四半期純利益が39百万円となり、売上債権やたな卸資産等の減少及び保険積立金の解約による収入があったものの、

仕入債務の減少及び役員退職慰労引当金の減少に伴う資金の支出により、前年同四半期連結会計期間末に比べ43百万

円減少した736百万円となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整前四半期純利益39百万円に対し、売上債権及びたな卸資産の

減少に伴う資金の増加があったものの、仕入債務の減少及び役員退職慰労引当金の減少に伴う資金の支出により、

前年同四半期連結累計期間に比べ346百万円減少した63百万円の支出となりました。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動によるキャッシュ・フローは、関係会社株式の取得による資金の支出があったものの、保険積立金の解

約による収入及び投資有価証券の売却に伴う資金の増加により、前年同四半期連結累計期間に比べ433百万円増加

した441百万円の収入となりました。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動によるキャッシュ・フローは、短期借入金については新たな借入はなく、長期借入金の返済に伴う資金

の減少により、前年同四半期連結累計期間に比べ121百万円増加した85百万円の支出となりました。

この結果、当第２四半期連結累計期間における連結ベースの現金及び現金同等物の残高は、前年同四半期連結累計

期間末に比べ43百万円減少した736百万円となりました。

 

（３）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

（４）研究開発活動

該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 21,030,000

計 21,030,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成26年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成26年11月10日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 5,257,950 5,257,950

㈱東京証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

(スタンダード)

権利内容に何ら

限定のない当社

における標準と

なる株式であ

り、単元株式数

は1,000株であ

ります。

計 5,257,950 5,257,950 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成26年７月１日～

平成26年９月30日
－ 5,257,950 － 598,510 － 544,864
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（６）【大株主の状況】

  平成26年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

テクタイト株式会社 東京都墨田区錦糸１丁目10－10 2,417 46.0

金岡　正光 名古屋市瑞穂区 555 10.6

金岡　由美 名古屋市瑞穂区 285 5.4

有限会社ベイシック 名古屋市昭和区丸屋町２丁目７－６ 172 3.3

餅田　裕子 東京都中野区 120 2.3

杉山　正樹 東京都三鷹市 110 2.1

日本生命保険相互会社 東京都千代田区丸の内１丁目６番６号 100 1.9

金岡　昭光 愛知県一宮市 62 1.2

株式会社名古屋銀行 愛知県名古屋市中区錦３丁目19番17号 55 1.0

日本証券金融株式会社 東京都中央区日本橋茅場町１丁目２番10号 46 0.9

計 － 3,923 74.6

　（注）上記のほか当社所有の自己株式520千株（9.9％）があります。
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成26年９月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － 　－

議決権制限株式（自己株式等） － － 　－

議決権制限株式（その他） － － 　－

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

－

権利内容に何ら限定

のない当社における

標準となる株式普通株式 520,000

完全議決権株式（その他） 普通株式 4,729,000 4,729 同上

単元未満株式 普通株式 8,950 － 同上

発行済株式総数 5,257,950 － －

総株主の議決権 － 4,729 －

 

②【自己株式等】

平成26年９月30日現在
 

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

（自己保有株式）

株式会社シーエ

スロジネット

名古屋市中川区舟

戸町２番37号
520,000 － 520,000 9.90

計 － 520,000 － 520,000 9.90

 

２【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書に記載した事項を除き、役員の異動はありません。

EDINET提出書類

株式会社シーエスロジネット(E02939)

四半期報告書

 7/19



第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣

府令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成26年７月１日から

平成26年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成26年４月１日から平成26年９月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表について、三優監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成26年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 608,594 896,772

受取手形及び売掛金 1,430,845 1,066,786

有価証券 461 1,174

たな卸資産 ※１ 1,848,978 ※１ 1,460,087

その他 283,511 288,605

貸倒引当金 △6,951 △4,504

流動資産合計 4,165,440 3,708,922

固定資産   

有形固定資産 675,793 686,912

無形固定資産 122,048 112,408

投資その他の資産   

投資有価証券 895,796 834,728

敷金及び保証金 820,649 814,815

その他 547,281 192,584

貸倒引当金 △15,351 △13,694

投資その他の資産合計 2,248,377 1,828,433

固定資産合計 3,046,219 2,627,754

資産合計 7,211,660 6,336,676

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 2,359,034 1,877,840

未払法人税等 35,588 5,101

賞与引当金 50,219 32,962

役員退職慰労引当金 315,313 －

その他 312,992 342,079

流動負債合計 3,073,148 2,257,983

固定負債   

社債 84,800 70,400

長期借入金 253,708 193,060

役員退職慰労引当金 5,329 5,793

その他 145,174 134,024

固定負債合計 489,012 403,277

負債合計 3,562,160 2,661,261

純資産の部   

株主資本   

資本金 598,510 598,510

資本剰余金 545,000 545,000

利益剰余金 2,837,529 2,865,957

自己株式 △142,231 △142,300

株主資本合計 3,838,809 3,867,168

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 52,518 50,074

土地再評価差額金 △241,827 △241,827

その他の包括利益累計額合計 △189,309 △191,752

純資産合計 3,649,500 3,675,415

負債純資産合計 7,211,660 6,336,676
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年９月30日)

売上高 6,682,936 5,311,583

売上原価 5,880,121 4,600,944

売上総利益 802,815 710,639

販売費及び一般管理費 ※１ 851,695 ※１ 684,647

営業利益又は営業損失（△） △48,879 25,992

営業外収益   

受取利息 2,827 1,641

有価証券売却益 16,362 20,687

その他 15,322 14,400

営業外収益合計 34,512 36,728

営業外費用   

支払利息 4,043 2,825

その他 1,176 747

営業外費用合計 5,220 3,573

経常利益又は経常損失（△） △19,587 59,147

特別利益   

固定資産売却益 － 4,387

投資有価証券売却益 － 8,424

保険解約返戻金 2,166 －

特別利益合計 2,166 12,811

特別損失   

特別退職金 － 23,648

その他 20 8,740

特別損失合計 20 32,389

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期

純損失（△）
△17,440 39,569

法人税、住民税及び事業税 31,598 4,404

法人税等調整額 △18,176 6,737

法人税等合計 13,422 11,141

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益

調整前四半期純損失（△）
△30,862 28,427

少数株主損失（△） △184 －

四半期純利益又は四半期純損失（△） △30,678 28,427
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益

調整前四半期純損失（△）
△30,862 28,427

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 5,482 △2,443

その他の包括利益合計 5,482 △2,443

四半期包括利益 △25,380 25,984

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 △25,196 25,984

少数株主に係る四半期包括利益 △184 －
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半

期純損失（△）
△17,440 39,569

減価償却費 16,586 16,199

減損損失 － 2,674

のれん償却額 32,960 －

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 6,565 △314,850

賞与引当金の増減額（△は減少） △2,946 △17,257

有価証券売却損益（△は益） △16,362 △29,111

貸倒引当金の増減額（△は減少） △2,133 △4,103

受取利息及び受取配当金 △4,869 △3,228

支払利息 4,043 2,825

持分法による投資損益（△は益） － 31

為替差損益（△は益） △1,153 △2,110

固定資産除却損 20 2

売上債権の増減額（△は増加） 222,782 364,058

たな卸資産の増減額（△は増加） 573,842 388,891

その他の資産の増減額（△は増加） 1,493 △3,379

破産更生債権等の増減額（△は増加） △1,663 2,256

差入保証金の増減額（△は増加） 152,977 △15,400

仕入債務の増減額（△は減少） △631,667 △481,193

未払消費税等の増減額（△は減少） △520 36,584

その他の負債の増減額（△は減少） △35,086 △3,514

預り保証金の増減額（△は減少） △6,730 △11,150

小計 290,698 △32,205

利息及び配当金の受取額 4,235 3,558

利息の支払額 △4,109 △2,784

法人税等の支払額 △59,023 △32,281

法人税等の還付額 51,319 －

営業活動によるキャッシュ・フロー 283,120 △63,712

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △24,800 △4,801

定期預金の払戻による収入 5,878 －

有形固定資産の取得による支出 △1,638 △13,234

有形固定資産の売却による収入 － 122

長期前払費用の取得による支出 △113 △113

無形固定資産の取得による支出 － △360

投資有価証券の取得による支出 △5,282 △2,173

投資有価証券の売却による収入 41,257 91,476

関係会社株式の取得による支出 － △25,000

貸付けによる支出 △2,085 △50

出資金の売却による収入 － 10

貸付金の回収による収入 700 1,100

敷金の回収による収入 1,279 24,248

敷金の差入による支出 △203 △25

保険積立金の解約による収入 4,710 374,511

投資その他の資産の増減額（△は増加） △11,436 △4,082

投資活動によるキャッシュ・フロー 8,267 441,628
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  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年９月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △100,000 －

長期借入金の返済による支出 △92,954 △71,412

社債の償還による支出 △14,400 △14,400

自己株式の取得による支出 － △69

配当金の支払額 △279 △55

財務活動によるキャッシュ・フロー △207,633 △85,937

現金及び現金同等物に係る換算差額 1,153 2,110

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 84,907 294,089

現金及び現金同等物の期首残高 694,709 442,253

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１ 779,617 ※１ 736,342
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

 　　 (1)持分法適用の範囲の重要な変更

　　　　　当第２四半期連結会計期間より、新たに設立したＣ＆Ｄ　Ｌｉｇｈｔｅｃ株式会社を、持分法適用の範囲に

　　　　含めております。

 

（四半期連結貸借対照表関係）

※１．たな卸資産の内訳は、次のとおりであります。

 
前連結会計年度

（平成26年３月31日）
当第２四半期連結会計期間
（平成26年９月30日）

商品及び製品 1,843,266千円 1,457,006千円

仕掛品 1,502 1,336

原材料及び貯蔵品 4,210 1,744

 

（四半期連結損益計算書関係）

※１.販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自 平成25年４月１日
　　至 平成25年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自 平成26年４月１日
　　至 平成26年９月30日）

給与及び手当 309,739千円 278,252千円

賞与引当金繰入額 55,393 32,050

役員退職慰労引当金繰入額 6,565 463

退職給付費用 4,641 4,557

貸倒引当金繰入額 △2,133 △4,103

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※１.現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は下記

のとおりであります。

 

前第２四半期連結累計期間

（自 平成25年４月１日

至 平成25年９月30日）

当第２四半期連結累計期間

（自 平成26年４月１日

至 平成26年９月30日）

現金及び預金勘定 950,777千円 896,772千円

預入期間が３ケ月を超える定期預金  △171,600 △161,603

ＭＭＦ・ＣＲＦ 439 1,174

現金及び現金同等物     779,617 736,342

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成25年４月１日　至　平成25年９月30日）

配当金支払額

 該当事項はありません。

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成26年４月１日　至　平成26年９月30日）

配当金支払額

 該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自平成25年４月１日　至平成25年９月30日）
１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

   （単位：千円）

 卸売事業 小売事業 合計

売上高    

外部顧客への売上高 6,297,379 385,556 6,682,936

セグメント間の内部売上高
又は振替高

1,662 5,728 7,391

計 6,299,042 391,285 6,690,327

セグメント利益又は損失(△) 156,209 △51,616 104,592

 
２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主
な内容（差異調整に関する事項）

　　　　　　利益 　　　　　　金額(千円)

報告セグメント計    104,592

 セグメント間取引消去  900

 のれんの償却額    －

 全社費用(注)     △154,372

四半期連結損益計算書の営
業損失(△)

    △48,879

　(注) 全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自平成26年４月１日　至平成26年９月30日）
１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

   （単位：千円）

 卸売事業 小売事業 合計

売上高    

外部顧客への売上高 4,859,599 451,984 5,311,583

セグメント間の内部売上高
又は振替高

2,182 － 2,182

計 4,861,781 451,984 5,313,765

セグメント利益 168,084 154 168,239

 
２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主
な内容（差異調整に関する事項）

　　　　　　利益 　　　　　　金額(千円)

報告セグメント計 168,239

 セグメント間取引消去 708

 全社費用(注) △142,955

四半期連結損益計算書の営
業利益

25,992

　(注) 全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益又は１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成25年４月１日
至　平成25年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成26年４月１日
至　平成26年９月30日）

１株当たり四半期純利益又は１株当たり四半期純損

失金額(△)
    △6円48銭    6円00銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益又は四半期損失金額(△)（千円）  △30,678 28,427

普通株主に帰属しない金額（千円）      － －

普通株式に係る四半期純利益又は四半期純損失

金額(△)（千円）
 △30,678 28,427

普通株式の期中平均株式数（千株）    4,737 4,737

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、前第２四半期連結累計期間については１株当たり四半期

純損失であり、また、潜在株式が存在しないため、当第２四半期連結累計期間については潜在株式が存在しないため記載

しておりません。
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（重要な後発事象）

  当社は、平成26年10月１日開催の取締役会において、株式会社ｔｗｏ-ｆｉｖｅ（以下「ｔｗｏ-ｆｉｖｅ」と

いう。）の発行済株式の63.2%を当社が取得し、子会社化する旨の株式譲渡契約を締結しました。

 

1.株式取得の目的

　ｔｗｏ-ｆｉｖｅは、平成16年10月に楽器及び音響機器の販売を目的として設立され、「音楽をする人を応援す

る会社」を基本方針に楽器販売専門店（「ｔｗｏ-ｆｉｖｅ」の店名で全国に12店舗を展開）を主体に音楽教室、

音楽スタジオを展開しております。

　音楽教室では、ピアノ、ヴァイオリン、トランペット、ギター、ベース、ドラムのほか津軽三味線やジョンペ

（アフリカの太鼓）などの各コースがあり、音楽スタジオは一般顧客の練習用だけでなく、発表会やバンドのライ

ブ、カルチャースクールなどにも利用するなど多角化を図っております。

　そのほか、プロミュージシャンによるセミナーやアマチュア・バンドによるライブなどをはじめとする音楽イベ

ントを全国の直営店舗を中心に実施する一方、楽器や音楽雑貨を中心としたネット・ショップ、音楽コンテンツの

配信、ｅ－ラーニング・システムを利用したインタラクティブな音楽教室の運営、ミュージシャンや楽曲の発掘お

よび活動をサポートするウェブサイトを運営するなど、事業拡大を図っております。

　当社は、音楽映像ソフト及びコンシューマーゲーム機器・ソフトの行っておりますが、主要な販売先である全国

のＣＤ・ＤＶＤのレンタルショップに対し、ｔｗｏ-ｆｉｖｅが行う楽器販売、音楽教室、音楽スタジオ等の併設

を提案し、関連する商品を卸売販売することで当社の事業拡大を図ることと、当社の親会社であるテクタイト株式

会社（東京都墨田区、代表取締役:松本能和、非上場、以下「テクタイト」という。）の電子機器・電子製品の開

発製造販売における技術・ノウハウ及びインターネットを利用したアプリケーションソフトの開発技術を活用し、

ｔｗｏ-ｆｉｖｅが行うネット関連の拡大を図ることで、当社事業との相乗効果が期待できるとともに、当社の事

業領域の拡大と企業価値の向上を図ることができると判断し、当社がｔｗｏ-ｆｉｖｅの株式の取得することを決

議いたしました。

 

２.株式取得の相手方の名称

　　西村順一、他株主13名

 

３.株式取得対象会社の概要

(1)名称　　　　株式会社ｔｗｏ-ｆｉｖｅ

(2)所在地　　　東京都品川区東五反田１丁目10番10号

(3)代表者　　　代表取締役　西村順一

(4)事業内容　　音楽教室、練習用スタジオ併設型楽器小売店経営、楽器オンライン販売、音楽教育コンテンツ

の　　　　　　　 ＷＥＢ配信ほか

(5)資本金　　　402百万円

(6)設立年月日　平成16年10月22日

 

４.株式取得の時期

　平成26年10月１日

 

５.取得する株式の数、取得価額及び取得後の議決権比率

(1)取得株式数　7,784株

(2)取得価額　　116百万円

(3)取得後の議決権比率　63.2%

 

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成26年11月10日

株式会社シーエスロジネット

取締役会　御中

 

三優監査法人

 

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士  杉田　　　純　　印

 

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士  林　 　寛尚　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社シーエ

スロジネットの平成26年４月１日から平成27年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成26年７月１

日から平成26年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成26年４月１日から平成26年９月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結

キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社シーエスロジネット及び連結子会社の平成26年９月30日現在

の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示

していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

強調事項

　重要な後発事象に記載されているとおり、会社は平成26年10月１日開催の取締役会において、株式会社two-fiveの株式

を取得し子会社化することを決議し、同日付で株式譲渡契約を締結した。

　当該事項は、当監査法人の結論に影響を及ぼすものではない。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

 

（注）１.上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告書

提出会社)が別途保管しております。

２.ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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